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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「広島市民の声」に関する問題提起をします。
 
現在、広島市教委の平和教材「ひろしま平和ノート」の改定に関し、「はだしのゲン」削除問題が浮上しています。
2013年から使用されている教材の小学校三年の場面に「はだしのゲン」の一部が採用されました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
十年たった今、教材の見直し作業が行われ
「はだしのゲン」の場面が見直されました。
ゲンが病弱な母親に食べさせようと、隣家の池でコイを釣って盗み、父親が咎めますが、許してくれ、その喜びを浪曲で歌うというものです。
平和学習で「盗み」を肯定することへの危惧が背景にありました。
代わりの教材として、ある被爆者親子の被爆体験および伝承活動が選ばれました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ところが、メディアが「平和教材から「はだしのゲン」を削除」と報道し、全国ニュースにもなりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「より良い教材は何か」が問われるはずが、「はだしのゲン」削除の是非が問われる形になりました。市教委は「はだしのゲン」の作品自体を否定する意図はないとしています。
この問題への反応をどう見るべきかという問題意識が、今日の報告の出発点です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「市民の声」は市民の「戦争体験」に基づく「戦後平和主義」や「被爆体験」に基づく「反核意識」などを反映しています。
時に断罪型の批判も見られ、批判が「誤解」に基づく場合は過剰な反応が予想されます。
 
一方広島では最近、断罪型に代わって包括受入型の運動が広がっています。
「市民の声」の今後の在り方や課題について、本報告では考えてみたいと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず核をめぐる主要な「論点」として「安保３文書」改定など4点を取り上げ、市民の声の論調を見てみます。
つぎに「市民の声」を代弁する「論者」を紹介し、
最後に「市民の声」にみられる断罪型から包括受入型への動きを紹介します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最初の論点は、安保３文書の改定についてです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
改定作業に加わった有識者会議メンバーの見方を紹介します。
防衛費43兆円への増額＝「重い政治的決断」だと評価し、
背景にウクライナ戦争の影響があると指摘。「抑止力破綻」がこの戦争の原因であり、
日本は対中国「抑止力の破綻」を防ぐ必要があり、「敵基地打撃能力」の強化が必要だと主張しています
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この論点に関する広島市民の声を一言でいえば、「敵基地攻撃能力の保有」、防衛費の大幅増、そしてミサイル防衛強化といった内容への批判と、白紙撤回の要求です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、ウクライナ情勢についての「市民の声」の見方です。
ウクライナ戦争は世界に核戦争の危機をもたらしたが、日本政府の役割は核戦争を回避させることにあるとし、岸田政権は「抑止論」に頼って軍事的緊張を高めていると批判しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に核兵器禁止条約について。日本政府は直ちに署名、批准すべきであるとし、締約国会議へのオブザーバー参加を求める一方、政府は核保有国と非核保有国間の「橋渡し」をすると言いつつ核への依存を強め、矛盾していると批判しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
広島サミットについては、Ｇ７の国家全てが安全保障を「核」に依存していることを批判し、会議では核兵器禁止条約を主題に議論すべきだと主張しています。
被爆地広島を「貸し舞台」にするなとの主張もあります。被爆地で会議をしても核軍縮につながらないのなら、場所を提供するだけで無意味だという議論です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、「市民の声」を代弁する主要な論者とは誰か。主要な核団体やＮＰＯ代表、識者、あるいはメディアが影響力を持っています。
本報告では、議論を単純化するため、こうした論者に共通する見方を「市民の声」として紹介しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に「広島市民の声」の特徴について見てみます。
これまで見た各論点に関して、日本政府に批判的です。


QIEETERDE 1D

(2) &E D E 751 F 51

DA NTRKKFED L EEAR
- HERAE TIXE R DE|LL LA FHREZ D
- IR DHEB DE R IXKFEH I 5H
. r%ﬁE?&LJW‘*E%{ﬁO)? ERLITETESEE]
- BARBHGE R IRE
- BLOR B (IS MUE-EHEREBLOMHIENDLEEIR

- ANYRIGEHRR. BN LDHRE R

- RENH AL BEIR AR EFENICR T LD
» BRARBIICA N ERIBHEZ T ANTZDAH ?



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、市民の声が、評価に迷った事例を取り上げてみます。
その一つは２０１６年のオバマ米大統領の広島訪問です。世論調査では全国民の9割以上が訪問を歓迎しましたが、地元紙に掲載された識者の意見は大半が批判的で、市民の反応は複雑な側面があったようです。
オバマ氏広島訪問後、特に海外からの資料館への訪問者が急増しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つ、市民の声が複雑な反応をした事例として、2019年の平和記念資料館展示リニューアル時における、本館からの被爆者人形撤去問題があります。
識者で作る同館の展示更新委員会は早くから「撤去方針」を表明していましたが、リニューアル直前になってメディアが「被爆人形撤去、是か非か」と紹介し、各地に批判の声が広がりました。
 



QIEETERDE 1D

(2) sE D F 7530 F 51
QARERTNODUA IV (HIEE A S

. %%%E‘Jl:@ﬁ:%%ﬁé‘%é%’c DAIROWEE SEROFHIERRFTER
) Za—T7IROIERS, WOTHITORBLGEAR

- EmEEEMFID

- BB DER DA —ZEIZETR
s DIV E~NDOIFER. FELILLIEAIC
- [FRBITFHOHH-O 1 EDREREE

.IIIn


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最終的にリニューアル後の新展示が、胸打つ内容であることが分かり、ジオラマ撤去への批判は事実上立ち消えになりました。「ジオラマ撤去は悲惨さを薄めるため」との誤解が、解消されたようです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、「包括受入型」市民運動の主張を見てみましょう。
 
核兵器禁止条約については⇒日本政府への署名・批准を求める手法として、批判ではなく
・広島で各政党代表招いて討論実施・
・国会議員への働きかけ
・外務省との定期的意見交換実施
などを掲げています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
断罪型と包括受入型には次のような違いがあります。
 
批判より、成果
要求より、対話のチャネルの維持
厳しい現実の告発より、市民に広がる前向きな価値観
を重視・アピール
 
「希望のメッセージ」の発信を重視しているのも特徴でしょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に包括受入型の運動の今後の課題について考えてみます。
 
最大の課題は、（中国の軍事力、北朝鮮の核ミサイル開発など)安全保障上の脅威について、いかなるメッセージを発するかだと思います。
こうした脅威に対して、保守派は「抑止力」を肯定し、断罪型の市民運動は「抑止力」を批判して対立していますが、平和運動として多数派形成を目指すのなら、両者のアプローチを超える必要があるでしょう。具体体的政策提言能力も含め、今後の在り方が問われています。
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